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再び飲料水について

林 猛　雄

1　身体の水分

　飲料水が吾々の身体の健康および生命を維持するに重要なることは前ωに述べた，本編

はその続きである。

　入類（Human）身体中の水分は，体重の60～70％，平均65％で，その40％は細胞（Cel1）

中に・20％は組織（Tissue）中に，5％は血液（Blood）中にある（2）。水分の増減と健康との

関係は，身体中水分の平均よりの±10％は病気（Disease）を引起し，さらに士20％は死

（Death）を来す〔3）。

　地球の歴史は研究する立場および人によって異るも，約45億年に見るを得べく，水

（Water）はその最初より地球上に在りたる如く，その歴史は地球の歴史と同じく45億年と

考えてよろしく，これに比し人類の出現ははるかに遅く旧石器時代（Paleolithic）即ち洪

積世（Diluvium）（現代より約100万年以前）にて，日本人の出現は新石器時代（Neolithic）

即ち沖積世（Alluvium）（現代より約15，000年前）と考えられる。人類の体液（Humour）が

何時頃から如何なる変化をして現在に至ったか分らないが，人類以前の最も近き哺乳動物

にも同じ様に体液があり，それが進化に伴って変化して今日の人類の体液となりたるもの

と考へられ，現在人類体液は一種独特な液体を成している。水分の補求および排除は，こ

の体液をその量および濃度において一定の割合に保つためである。純水（Pure　Water），

海水（Sea　Water，　Saline　Water）も，共にこれらを飲むことはその量にもよるが死を意

味する。それは体液との浸透圧の違いにて，前者は水分の入った部分の細胞の破壊に，後

者は体液の減少となって，死に繋がるものと思はれる。

　一日の代謝量（3）は，2，600～2，900gmにて，その中1，300～1，600gmは尿尿（Excrement）

に，900gmは波膚よりの蒸発，400gmは呼気よりの蒸発と云はれる。

2　日本水道の水質基準

　日本水道の水質基準については前（4）に述ぺたが，これは日本の水道の水源として地表水，

地下水何れを使うとしても，自然水を使用することを前提として，上限のみを規制してい

る。また将来飲料水ととして現実に被害が発生すれば，これに追加することに成ってい

る。

Country　　　　　　City　　　　　　　pH

West　Germany

Itly

Swcden

Hamburg

Rome

Stockolm

7．4～8．0

　　8．5

表一1　pH　Control
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　水素イナン濃度（pH）（4）は日本の水質基準では5．8～8．6と成っている。然るにアメリカ

は7．0～10．6，WHOは7．0～8．6と成っており（5），著者の直接接した外国の水道（6）でも，

健康のため表一1の如くpH調節（pH　Control）を行っておる所が少くない。日本で美味

と感ずる程度は，著老の判断によればpH＝6．5～6．8即ち微弱酸性の範囲であり，この美

味な水のために，脳卒中（死亡率1位）、癌（死亡率2位）、心臓病（死亡率3位）の一原因

となり，特に日本の老人に対して高価な代償を払っている。

3　鉄（Fe）について

　　3．1Feの特徴

　Feは原子量55．847にて，その長所は，身体虚弱な人には水中にFeの存在は飲料水と

して良好という論者あり。泥炭地水（Peaty　Water）の中に在るHumic　Acidと化合した

る有機鉄（Organic　Iron）は不快な臭気を有するも，尚健康には良しと云へり。これに反

しFeの欠点は数多く挙げられ，特に飲料水としての味の不良（かなけ）にある，即ち青イ

ンキを飲むが如き渋味あり，また泥炭地水の如き有機鉄は腐臭あり。また酸化鉄（FeO，）

或は水酸化鉄（Fe（OH），）の水中への存在は水に褐色を与え，所謂「赤い水」の障害を起

し，特に料理用水として使用したるとき白飯，豆腐等に色を与え，食慾を減退させる毒物

の混入を疑わせ，又家庭用として洗潅物を汚す。その他水処理上には消毒用のClを多く

要する。

　工業用としては，白色を尊ぶすべての工業，即ち紙パルプ，写真フィルム，陶磁器，色

素工業，味臭の上からすべての醸造工業，香料工業に嫌われて居る。

　　3．2水質基準

　日本の水質基準（4）は0．3ppm以下と成って居る。外国の水質基準（5）も略同様である。こ

の程度では色も味も人間の眼と舌では分らない。

　　3，3実　例

　北海道の水は泥炭地（Peat　Land）多きためそれからの泥炭地水は地下水或は河川水を

汚している，その結果北海道内の水は地表水，地下水を問はず平均Fe＞10ppmに達する

所が少くない。

　その一例として著老が直接行った水源調査の実例⑦によるも

地

時

源

質

水採

日
水
水

北海道岩見沢市東乙部

昭和23年10月ユ4日

地下水（深井戸）

過マンガン酸カリウム消費量（KMnO4）41．08ppm（10）

鉄（Fe）：83．775ppm（0．3）

蒸発残留物（SS）：632ppm（500）

　　　　　（）は水質基準の値である。

　深井戸のFeは重炭酸第1鉄（Fe（HCO3）2）の形で，汲み上げた時は無色透明である

が，20～30秒位経つと水全体が掲色となり，・やがて沈澱する。これを化学式で表はすと

　　　　Fe（HCO3）2＝Fe（OH）3＋CO2＋H20

である。
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　泥炭地のFeを最も簡単（8）に取るには，薬品凝集沈澱と急速砂炉過によるか，または単

純な緩速砂炉過によって除き得る。後老の場合は，出来る水酸化第2鉄（Fe（OH）、）の

Flocの堆積がFe2＋の酸化を促進するから，少量の上水ならばこの方法が用ひられる。

　4　マンガン（Mn）について

　　4，1Mnの特徴
Mnは原子量・54．9380にて，　Feと親類にて，　Feと随伴して現はるること多く，その性

質も両老よく似ており，Feが褐色の沈澱なるにMnは黒色にて，所謂「黒い水」の障害

を起す。人頚には良くない性質を有する。工業用水としての被害もFeの場合と同じくも

っと悪い。但しその分布がFeよりも小である。

　　4．2水質基準

　日本の水質基準（4）は，Feと等しく0．3ppm以下と成って居る。この基準を決めた理由

もFeと同じである。その分布にもよるが外国ではFeよりも制限小なる所が多く，アメ

リカでは0．05PPm，　WHOでは0．1PPmである（5）。

　　4。3実例
　札幌市上水道の水源豊平川（石狩川の支流）はその支流白井川の最上流に日本有数の豊羽

鉱li」（Cu，　Pbの鉱1」」）あり，その洗鉱廃水は強酸性で．山元での石灰による中和処理の

後豊平川に放流さるるため，河水中には多量のFeおよびMnが含まれる。然るに20km以

上急流河川を流るる問に，Feは空気に触れ即ち所謂エアレーション（Aeration）を受けて，

褐色の沈澱として河川の石に附着し，河川を掃色に変ずる代りに，流水中のFeを減ずる，

Mnはエァレーション丈けでは除き難いので，札幌水道の原水中に多量に含まれる。札幌

市水道では，原水が藻岩浄水場に着く最初に，過マンガン酸カリウム（KMnO4）の溶液を

注入して，原水中のMnを2酸化マンガン（MnO，）として，これを急速砂炉過に掛けて，

Mnを除いて居る。著者は北海道大学在職中札幌市水道水質対策委員会⑨の委員にて，こ

のMn，　Feもその重要問題の一つであった。

5　簡易水道について

　日本の水道は表一2aoの如く，簡易水道（Small　Scale　Water　Supply）の多きため事業

数はアメリカと等しく，約2万箇所に達する。然るに簡易水道の大部分は，その水源の多

区 分i上水道 簡易水道 専用水道 計

数

合

口

合

　

　

人

　

　

水

業

割

合
割

　
　
　
　
◆
亦

　

　

在

事

同

現

同

1624

　8．4％

69596千人

85．8％

14083

72．6％

9126千人

11．3％

3676

18．9％

2354千人

2．9％

19401

100．0％

81112千人

100．0％

表一2　日本の水道（昭和46年3月現在）aq

くは伏流水，地下水にて浄水場を欠ぐため，必然的にFe，　Mnが多い。このため出来得

る限りこれらを統合して，数少き強力な水道としてFe，　Mnを除くことは，一方技術老
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の高級化と共に，日本水道の水質を良くする上に大に役立つものである。
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